
（単位：円）

令和４年度 令和３年度 増　減 令和４年度 令和３年度 増　減

1 営業収益 246,122,583 243,177,657 2,944,926 1 営業費用 748,174,777 737,948,272 10,226,505

下水道使用料 245,719,425 242,774,564 2,944,861 管渠費・ポンプ場費 28,176,452 30,329,430 △ 2,152,978

2 営業外収益 587,775,144 592,756,309 △ 4,981,165 流域下水道維持管理費 250,916,562 242,344,151 8,572,411

他会計補助金 390,719,000 405,556,000 △ 14,837,000 総係費 23,224,100 23,202,092 22,008

国庫補助金 200,000 150,000 50,000 減価償却費 442,478,462 441,772,599 705,863

長期前受金戻入 189,842,515 185,172,572 4,669,943 2 営業外費用 97,185,942 110,200,184 △ 13,014,242

資本費繰入収益 6,753,908 1,534,637 5,219,271 支払利息及び企業債取扱諸費 90,486,448 103,187,029 △ 12,700,581

3 特別利益 0 0 0 3 特別損失・予備費 0 523,393 △ 523,393

833,897,727 835,933,966 △ 2,036,239 845,360,719 848,671,849 △ 3,311,130

令和４年度 令和３年度 増　減 令和４年度 令和３年度 増　減

1 企業債 337,900,000 408,100,000 △ 70,200,000 1 建設改良費 91,603,588 186,534,598 △ 94,931,010

2 負担金 11,413,960 13,427,937 △ 2,013,977 公共下水道費 62,742,354 127,979,178 △ 65,236,824

3 他会計補助金 150,553,000 145,913,000 4,640,000 流域下水道費 28,861,234 58,555,420 △ 29,694,186

4 国庫補助金 0 33,117,750 △ 33,117,750 2 企業債償還金 700,285,650 704,574,712 △ 4,289,062

499,866,960 600,558,687 △ 100,691,727 791,889,238 891,109,310 △ 99,220,072

TEL 45-1635

備　　考

担当部署 　建設部　上下水道課　管理係 特９

　・今後の公共下水道事業の健全な経営を図るため、公共下水道使用料金等の見直しについて、学識経験者や市民等で構成される宮津市公共
　　下水道使用料金等審議会に諮問し、４回にわたる審議を経て12月６日に答申を受けた。
　・令和４年度末起債残高：8,807,535,207円（対前年度比　△313,386千円）
　・キャッシュフロー上の不足及び新し尿処理施設整備に向けた都市計画等の変更手続きに対応するため、一般会計から48,200千円の
　　借り入れを行った。
　・資本的収支の不足額については、消費税調整額（7,586千円）、損益勘定留保資金（284,436千円）で補てんした。

決算概要

【決算の特徴】
＜収益的収支＞
　・収支差引は対前年度比1,275千円の増となったものの、11,463千円の純損失を計上することとなった。
＜資本的収支＞
　・令和元年度末に下水道が概成したことにより、建設改良費は減となったものの、併せて企業債や国庫補助金が減となったことから、収支差引は、
　　対前年度比1,472千円の減となる292,022千円の不足となった。

合　　計合　　計

合　　計

決　算

事業収益（３条）① 事業費用（３条）②

資本的収入（４条）③ 資本的支出（４条）④

合　　計

令和5年9月定例会 　　　　　令和4年度決算　事業等説明資料

会計名等 下水道事業会計 設置目的 　公共用水域の水質の保全と生活環境の向上を図る

資本的収支差引　　　　　③-④ △ 292,022,278 △ 290,550,623 △ 1,471,655

令和４年度 令和３年度 増　　減

収益的収支差引（純損益）①-② △ 11,462,992 △ 12,737,883 1,274,891
※上段（収益的収支）は税抜き額

下段（資本的収支）は税込み額


